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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】取り付けと取り外しが便利で、知能的にコント
ロールでき、放熱効果が良いLEDシーリングランプを提
供する。
【解決手段】LEDシーリングランプ本体１、本体に設置
されたハウジング２、ランプカバー３、基板４、放熱フ
ァン５、放熱機構６を含む。ハウジングに位置決め板７
が設置され、位置決め板に固定リング８が設置され、基
板に立板が設置され、固定リングにレールが設置され、
立板にレールの動作と合わせるカードブロックが設置さ
れ、基板に貫通した穴が設置され、放熱機構は貫通した
穴に設置され、放熱機構は内ホルダー、外ホルダー、放
熱板と位置決め部１６からなる。ハウジングの上部には
放熱機構と対応する部分に位置決めラック１７が設置さ
れ、放熱ファンは位置決めラックに設置され、位置決め
板にネジ山グルーブが設置され、ランプカバーにネジ山
グルーブと合わせる固定板１９が設置され、基板の下部
にLEDランプ２１が設置される。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　LEDシーリングランプにおいて、
　LEDシーリングランプ本体、LEDシーリングランプ本体に設置されたハウジング、ランプ
カバー、基板、放熱ファン、放熱機構を含み、そのハウジングに位置決め板が設置され、
位置決め板に固定リングが設置され、基板に立板が設置され、固定リングにレールが設置
され、立板にレールの動作と合わせるカードブロックが設置され、基板に貫通した穴が設
置され、放熱機構は貫通した穴に設置され、放熱機構は内ホルダー、外ホルダー、放熱板
と位置決め部からなっており、その放熱板は内ホルダーと外ホルダーの間に設置され、そ
の位置決め部は外ホルダーに設置され、その位置決め部は基板に設置され、そのハウジン
グの上部は放熱機構と対応する部分に位置決めラックが設置され、その放熱ファンは位置
決めラックに設置され、その位置決め板にネジ山グルーブが設置され、そのランプカバー
にネジ山グルーブと合わせる固定板が設置され、その基板の下部にスポット板が設置され
、その基板の下部にもLEDランプが設置され、その基板の頂上にコントロールモジュール
とコントロール回路が設置され、そのLEDシーリングランプ本体外側の中心部にフォトコ
ントロールセンサーが設置され、そのフォトコントロールセンサー、コントロールモジュ
ール、コントロール回路とLEDランプは順番に接続される
　ことを特徴とするLEDシーリングランプ。
 
 
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本実用新型は一種類のフォトコントロールLEDシーリングランプである。
【背景技術】
【０００２】
　LEDランプは高効果で、低消耗で、省エネルギーで、環境に優しく、寿命が長いなどの
メリットを持っているから、世界中でも重視されている。LEDシーリングランプはLEDを光
源にして、吸着或いは嵌める方法で天井或いは壁に取り付けている。現在ではよく使われ
ている室内（例えば、家庭、事務所、娯楽場所など）の照明道具は伝統照明道具に比べて
省エネルギーで、寿命が長く、顕色性が良く、反応速度が速いなどのメリットを持ってい
る。LEDシーリングランプは室内の照明道具として、照明光度の要求に応じて、普通では
大量のLED電球を使って特定の配列方式で回路板に取り付けられて光源となる。しかし、L
ED電球自身は発光角度に限りがある故、ランプを照らすと、中心或いは周りは少し暗くな
ってしまい、発光がバランスを取れなくなり、日常の照明ニーズに応じられない。そして
、現有のシーリングランプの取り付け方は面倒くさく、そしてリライアビリティーも人々
のニーズに応じられない。
【０００３】
　現有技術のLEDシーリングランプは一般的に構造設計が不合理で、照明道具の放熱機能
が悪くなり、LED光源の温度が高すぎるようになり、光度効果を悪くさせるだけではなく
、照明道具の使用寿命まで影響することになる。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　本実用新型は解決しようとする技術問題は一種類の構造は簡単で、使用が便利で、操作
が簡単で、取り付けと取り外しが便利で、全体構造の強度が高く、構造が頑丈で、放熱効
果が良く、知能的にコントロールでき、コストが低く、照明効果が良く、光度が強く、適
用範囲が広く、安全と信頼性を持ってフォトコントロールLEDシーリングランプを提供す
ることである。
【課題を解決するための手段】
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【０００５】
　以上の問題を解決するために、本実用新型は以下の技術方案を採用した。一種類のフォ
トコントロールLEDシーリングランプであり、LEDシーリングランプ本体、LEDシーリング
ランプ本体に設置されたハウジング、ランプカバー、基板、放熱ファン、放熱機構を含め
る。そのハウジングに位置決め板が設置され、その位置決め板に固定リングが設置され、
その基板に立板が設置され、その固定リングにレールが設置され、その立板にレールの動
作と合わせるカードブロックが設置され、その基板に貫通した穴が設置され、その放熱機
構は貫通した穴に設置され、その放熱機構は内ホルダー、外ホルダー、放熱板と位置決め
部からなっている。そのハウジングの上部は放熱機構と対応する部分に位置決めラックが
設置され、その放熱ファンは位置決めラックに設置され、その位置決め板にネジ山グルー
ブが設置され、そのランプカバーにネジ山グルーブと合わせる固定板が設置され、その基
板の下部にスポット板が設置され、その基板の下部にもLEDランプが設置され、その基板
の頂上にコントロールモジュールとコントロール回路が設置され、そのLEDシーリングラ
ンプ本体外側の中心部にフォトコントロールセンサーが設置され、そのフォトコントロー
ルセンサー、コントロールモジュール、コントロール回路とLEDランプは順番に接続され
る。
【０００６】
　優先選択された技術方案をとして、そのそのハウジングの上部に四つの取り付けラック
が設置され、その四つの取り付けラックがループ状で現れて均等的にハウジングの上部に
分布され、そのハウジングにLEDシーリングランプ本体を固定用の取り付けネジ釘が設置
され、その取り付けネジ釘はハウジングと取り付けラックを貫通して設置され、その位置
決めラックの外側のハウジングにエアが流しやすい排気穴が設置され、その排気穴の内部
にフィルターが設置される。
【０００７】
　優先選択された技術方案をとして、そのハウジングの下部にシールが設置され、そのシ
ールはハウジング、位置決め板、ランプカバーと綿密に組み合わせ、そのシールに尾錠が
設置され、そのハウジングに尾錠と合わせるグルーブが設置される。
【０００８】
　優先選択された技術方案をとして、その固定リングにカードブロックがレールに挿しや
すいポートが設置され、そのスポット板はアール形で基板に設置される。
【０００９】
　優先選択された技術方案をとして、その位置決め板とハウジングは使い捨て、鋳型へ流
し込んで作られた。
【００１０】
　優先選択された技術方案をとして、その取り付けラックがハウジングに溶接された。
【考案の効果】
【００１１】
　本実用新型の効果としては、その構造は簡単で、使用が便利で、操作が簡単で、取り付
けと取り外しが便利で、全体構造の強度が高く、構造が頑丈で、放熱効果が良く、知能的
にコントロールでき、コストが低く、照明効果が良く、光度が強く、適用範囲が広く、安
全と信頼性を持っている。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本実用新型の一種類のフォトコントロールLEDシーリングランプの構造説明図。
【図２】は本実用新型の一種類のフォトコントロールLEDシーリングランプの放熱機構構
造図。
【図３】本実用新型の一種類のフォトコントロールLEDシーリングランプの基板構造図。
【図４】本実用新型の一種類のフォトコントロールLEDシーリングランプの局部の拡大図
。
【図５】本実用新型の一種類のフォトコントロールLEDシーリングランプの固定リング構



(4) JP 3206154 U 2016.9.1

10

20

30

40

50

造図。
【考案を実施するための形態】
【００１３】
　図１から図５まで展示された一種類のフォトコントロールLEDシーリングランプを参照
して、LEDシーリングランプ本体１、LEDシーリングランプ本体１に設置されたハウジング
２、ランプカバー３、基板４、放熱ファン５、放熱機構６を含める。そのハウジング２に
位置決め板７が設置され、その位置決め板７に固定リング８が設置され、その基板４に立
板９が設置され、その固定リング８にレール10が設置され、その立板９にレール10の動作
と合わせるカードブロック11が設置され、その基板４に貫通した穴12が設置され、その放
熱機構６は貫通した穴12に設置され、その放熱６機構は内ホルダー13、外ホルダー14、放
熱板15と位置決め部16からなっている。そのハウジング２の上部は放熱機構６と対応する
部分に位置決めラック17が設置され、その放熱ファン５は位置決めラック17に設置され、
その位置決め板７にネジ山グルーブ18が設置され、そのランプカバー３にネジ山グルーブ
18と合わせる固定板19が設置され、その基板４の下部にスポット板20が設置され、その基
板４の下部にもLEDランプ21が設置され、その基板４の頂上にコントロールモジュール103
とコントロール回路102が設置され、そのLEDシーリングランプ本体１外側の中心部にフォ
トコントロールセンサー101が設置され、そのフォトコントロールセンサー101、コントロ
ールモジュール103、コントロール回路102とLEDランプ21は順番に接続される。
【００１４】
　本実用新型の中に一つの比較的に優れた実施例としては、そのそのハウジング２の上部
に四つの取り付けラック22が設置され、その四つの取り付けラック22がループ状で現れて
均等的にハウジング２の上部に分布され、そのハウジング２にLEDシーリングランプ本体
１を固定用の取り付けネジ釘23が設置され、その取り付けネジ釘23はハウジング２と取り
付けラック22を貫通して設置され、その位置決めラック17の外側のハウジング２にエアが
流しやすい排気穴24が設置され、その排気穴24の内部にフィルター（図面に表示されてい
ない）が設置される。
【００１５】
　本実用新型の中に一つの比較的に優れた実施例としては、そのハウジング２の下部にシ
ー25が設置され、そのシール25はハウジング２、位置決め板７、ランプカバー３と綿密に
組み合わせ、そのシール25に尾錠26が設置され、そのハウジング２に尾錠26と合わせるグ
ルーブ27が設置される。
【００１６】
　本実用新型の中に一つの比較的に優れた実施例としては、その固定リング８にカードブ
ロック11がレール10に挿しやすいポート28が設置され、そのスポット板20はアール形で基
板４に設置される。
【００１７】
　本実用新型の中に一つの比較的に優れた実施例としては、その位置決め板７とハウジン
グ２は使い捨て、鋳型へ流し込んで作られた。
【００１８】
　本実用新型の中に一つの比較的に優れた実施例としては、その取り付けラック22がハウ
ジング２に溶接された。
【００１９】
　更には、その基板の下にスポットが設置され、基板に設置されたスポットを通して、こ
のLEDシーリングランプの光を集中でき、乱視現象で照明効果に影響することを避けて、L
EDシーリングランプの照明効果を高めるられる。
【００２０】
　更には、そのウジングの下にシールが設置され、そのシールはハウジング、位置決め板
、ランプカバーと緊密に組み合わせ、そのシールに尾錠が設置され、そのハウジングに尾
錠と合わせるグルーブが設置され、その位置決めラックの外側のハウジングにエアが流れ
やすい排気穴が設置され、その排気穴の内部にフィルターが設置される。その設置された
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の設置された排気穴を通して、このシーリングランプの内部と外部の空気交換を増加でき
、そして排気穴の内部にフィルターを設置されることを通して、外部の異物をシーリング
ランプの内部に入ってシーリングランプの後期の使用に影響することを避けられる。
【００２１】
　更には、その基板の下にスポットが設置され、そのスポット板はアール形で基板に設置
され、その設置されたスポットを通して、乱視現象で照明効果に影響することを避けられ
る。
【００２２】
　本実用新型の一種類のフォトコントロールLEDシーリングランプは以下のメリットを持
っている。使う時に、放熱機構を基板に設置されることを通して、このシーリングランプ
を使う時に、放熱機構の内部に設置された放熱板を通して、LEDランプを使っている時に
外側の熱量を少しずつ吸収でき、そして放熱板は縦方向で設置され、放熱板の放熱面積を
増加した。位置決め板に設置された放熱ファンを通して、放熱ファンと放熱板の組み合わ
せを通して、放熱板の熱量をこのシーリングランプの外に吹き出すことができ、そしてハ
ウジングに設置された排気穴を通して、ファンの内部の熱量をシーリングランプから吹き
出してから、排気穴を通してシーリングランプに外部の自然空気を輸送でき、このシーリ
ングランプの内部と外部の空気の流れと交換を増加して、このシーリングランプの放熱効
果を増加するようにした。その取り付けラックと取り付けネジ釘の組み合わせを通して、
シーリングを天井にしっかりと固定させられ、固定リングに設置されたレールを通して、
基板に立板を設置して、立板にレールと合わせるカードブロックを設置して、基板を取り
付ける時に、まずはカードブロックをポートに差し込んで、既存角度を回して、カードブ
ロックをレールに合わせて旋回運動をさせる。カードブロックはポートから遠く離れて、
しかし基板のほうは固定リングに掛かっている。フォトコントロールセンサーを通して信
号を出して、それにコントロールモジュールを通してLEDランプの動作をコントロールす
る。その結構が簡単で、使用が便利で、操作が簡単で、取り付けと取り外しが便利で、全
体結構の強度が高く、機構が頑丈で、放熱効果が良く、知能的にコントロールでき、コス
トが低く、照明効果が良く、光度が強く、適用範囲が広く、安全と信頼性を持っている。
【００２３】
　以上述べた通り、それはただ本実用新型の具体的な実施方式であり、本実用新型の保護
範囲はそれだけではなく、全ての創造性を持っていない労働から思いついた変化と切り替
えは本実用新型の保護範囲に含めるべきだ。つまり、保実用新型の保護範囲は権利要求書
に限られた保護範囲を基準にするべきだ。
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